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○ ＮＨＫは、ネットワークの混雑状況に応じて映像圧縮率と伝送方法を

制 御 す る こ と に よ り 、 伝 送 帯 域 が 保 証 さ れ な い 一 般 の      

ＩＰネットワークでも映像をより安定に伝送できるＩＰ伝送装置を

開発しました。 
 

○ 放送局では、緊急時や専用のマイクロ波回線が不足した場合などの 

映像伝送手段として、一般のＩＰネットワークを利用する機会が増えて

います。しかし、一般のＩＰネットワークの場合、不特定多数の   

利用者が共有して利用するため、同時間にたくさんの人が利用すると

回線が混雑して利用できる帯域が大きく減少してしまうことがあり

ます。その場合、従来のＩＰネットワーク用中継伝送装置では、映像

や音声にノイズが入ったり、途切れてしまうという問題がありました。 

 

○ ＮＨＫが開発した装置は、ＩＰネットワークの混雑状況を推定しながら

映像の圧縮率と伝送パケットの誤り制御を適応的に変化させる新たな

伝送制御技術により、ネットワークが急激に混雑した時でも映像、 

音声を安定に中継することができます。伝送帯域の容量に合わせ、

128[kbps]～60[Mbps]の広い範囲でビットレートを変化させることに

より、携帯電話、衛星電話回線といった低ビットレート回線も   

利用することが可能です＊1。 

 

○ この装置は、今月開催される「Inter BEE 2009」＊２(１１月１８日～２０日、

幕張メッセ)にて展示される予定です。 

 

○ ＮＨＫでは、今後も緊急報道など様々な状況下での映像伝送を可能 

とする技術を追求していくとともに、効率的な番組制作を目指した  

研究・開発を進めていきます。 
 

*1 画質は利用する回線の伝送帯域の容量に依存します。 

*2 株式会社エクスプローラのブースにて展示予定。 

 

ネットワークの混雑状況に適応する“ハイビジョンＩＰ伝送装置”を開発 

～インターネットでも安定したハイビジョン伝送が可能に！～ 



表１ IP 伝送装置の緒元 

機能 緒元 

送受信装置 映像入出力 HD-SDI SMPTE-292M （BNC コネクタ） 

音声入出力（2ch） SMPTE-299M（SDI エンベデッド） 

又はアナログ(XLR コネクタ) 

映像圧縮方式（レート可変範囲） ITU-T H.264 (約 64[kbps]～60[Mbps]) 

音声圧縮方式（レート可変範囲） MPEG1-L2Audio(64[kbps]～384[kbps]) 

伝送制御プロトコル 独自方式（RTP を拡張） 

ネットワークインターフェース 10/100/1000Base-T Ethernet: RJ-45 

外寸 210(W)×44(H)×350(D)mm （突起部含まず） 

 

  

図１ システム概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 装置外観 


